
施　設　名

　指定管理者

　指定期間

　所　在　地

　施設の概要

人 人

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

様式３

高松市公の施設指定管理者導入施設に対する評価 評価対象期間 ： 令和６年４月１日～令和７年３月３１日

高松市道の駅源平の里むれ

株式会社四国にぎわいネットワーク 　施設所管課等 観光交流課

項目名 令和６年度 令和５年度 項目名 令和６年度 令和５年度

令和４年４月１日～令和９年３月３１日（５年間） 　公募・非公募の別 公募

香川県高松市牟礼町原６３１－７

　業務の概要

施設の維持管理・運営業務
・物産棟(物販販売、産直市、食堂、産直カフェ)
・無料休憩所
・情報センター
・駐車場

【施設】木造平屋
【職員の状況】正社員　５名　パート従業員　３０名
【開館時間】９時～１７時
【定休日】第１・３水曜日

　施設の管理条例や関連法令各種マニュアルを遵守し、安全管理など、施設管理は適切に行われている。観光客や地域の住民が安心、安全に利用できる施設を
目指し、利用者が快適に過ごせるような空間づくりがなされている。
　食品衛生管理・防犯指導・防災研修・避難訓練を定期的に行い、従業員の意識向上を図っていることや施設の強みを最大に発揮し、恒例行事の定番化、オリジ
ナル商品の開発、ＰＲも行われ、にぎわい創出に努めたことは高く評価できる。
　施設利用客数は前年より微減にはなったが、更なる経営の効率化とともに、安心安全に利用できる施設運営を行っていただきたい。

５　管理に係る経費の
　　縮減

　収支状況等

指定管理料 9,040 9,040 支出実績（税込） 122,268 117,610

収入実勢総額（税込） 123,488 122,864

うち事業収入 114,448 113,824

総合評価

④合理的な会計制度

①法令上必要な知識等、安全対策、危機管理

　利用状況等

利用者数 247,414 254,520

A

①利用促進対策

A

②広報・ＰＲ対策

③企画事業・自主事業

④市・関係団体・地域等との連携

⑤サービス向上の取組

⑥相談・苦情への対応

４　管理を安定して行う
　　ための人員及び
　　財政基盤の確保

①職員確保計画等

A

②教育・研修

③就業規則等の遵守

④施設運営の健全性の確保（経営状況の確認を含む）

⑤損害保険等

⑥収支計画と執行管理

３　施設の効用の最大
　　限の発揮

総合評価コメント

①収入の確保 ・適正な人件費

②平等な利用の確保

②-2環境への配慮

　不足分の補充ができず人数的には足りない中での運営ではあったが、人
件費の面では最低賃金の引き上げ幅が大きく、新人とベテラン、正社員と
パート、の賃金バランスについて苦慮している。経費については、度重なる
各種高騰の影響や、想定外の修繕箇所の発生等、想定以上の経費が必
要となったが、地道なコストカットにも取り組んだ。仕入金額の上昇は止ま
らないが、価格転嫁が難しい面もあり、値付けに頭を抱えているのが現実
である。
　会計制度は諸基準に基づき適正に実施している。

　継続雇用・従業員教育・スキルアップに対しては、日ごろからコツコツと積
み重ねを行い、定期的な研修や社長面談等を通じ能力の底上げを図って
きた。一方で、欠員分の補充はかなわず、厳しい従業員体制での運営が続
いている。今年度も最低賃金が大幅に引き上げられたこともあり、大きな影
響を受けている。
　損害保険は施設規模に合わせた内容に継続して加入している。
　収支については、原材料・商品・運送費・消耗品等の継続的な値上げに
苦しんだが、なんとか黒字決算で終えることができた。

　施設の強みを最大に発揮し、事業の公共性は十分果たした。
　恒例行事として定番化できている「地ビールまつり」「七夕メロン」「水戸納
豆まつり」「産直アート」「ピンクリボン月間」等のイベントを今年度も開催し、
地域資源をＰＲするような企画・新商品開発に積極的に取り組んだ。また、
オリジナル商品として発売した「さぬきうどんの香湯」については、多くのメ
ディアに注目され、特にネットメディアで取り上げられることにより、日本中
の多くの方々に当駅を知っていただくきっかけとなった。
　さぬき讃シリーズの登録店として、年2回のイベントを開催し、香川県産農
産物の販売、食堂・産直カフェでの限定メニュー提供等を通じ、魅力を発信
してきた。
　相談・クレーム対しては、全て真摯に対応した。

A
②運営経費の節減対策・コミュニティビジネスの視点

③経営の効率化

評価基準 所管課等評価
評　　価　　項　　目

２　住民の平等な利用
　　確保

①管理運営、施設事業との関連性

A

１　基本事項 A

指定管理者自己評価コメント

　高松市が示す管理基準についてはその都度ご指導をいただきながら、そ
の遂行に努めた。地域住民・高松市民にとって、日常生活の中で必要とな
る道の駅であるべく、安心安全な運営に努めた。

　高松市道の駅源平の里むれ条例等関係法令に基づき、施設の維持管
理・運営を行った。食品衛生管理・防犯指導・防災研修・避難訓練を定期的
に行うことで、従業員の意識向上を図った。また駐車場の管理においては、
マナー違反の利用者が増え、安全管理の面で非常に苦労しているが、指
定管理者としてできる限りの対応をしている。
　環境に配慮した取組みとしては、レジ袋持参の呼びかけ、節電・節水意識
の向上、ごみの分別の徹底、エコ商品の活用を行っている。

②-1個人情報の保護・情報公開


